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○財務部長の山田です。私からは、2019年３月期の第２四半期決算の概要を
ご説明します。

○最初に、連結決算の概要です。

○営業収益について、当社の運輸収入は、ビジネス、観光ともにご利用が堅
調に推移したため、当初計画を上回り、対前年149億円の増となりました。ＪＲ
ゲートタワーにおける営業収益の増加等もあり、連結営業収益全体では対前
年185億円の増収となりました。

○営業費は、当社の減価償却費が減少したことなどにより、グループ全体で
対前年５億円の微減となりました。

○この結果、営業利益は3,909億円、経常利益は3,518億円、親会社株主に
帰属する四半期純利益は2,447億円となり、いずれも過去最大となりました。



○続いて、各セグメントの対前年の増減についてご説明します。

○運輸業は、当社の運輸収入の増などにより、増収増益です。

○流通業は、ジェイアール東海髙島屋における、百貨店の売上増やタカ
シマヤ ゲートタワーモールの営業通年化による賃料収入の増等により、
増収です。

○不動産業は、ＪＲゲートタワーのテナント賃料の通年化に伴うジェイアー
ルセントラルビルの家賃収入の増等により増収です。加えて、昨年度のゲ
ートタワー開業に伴う費用の減少等により、増益となりました。

○最後に、その他セグメントについては、日本車輌製造において、国内向
け鉄道車両の売上減があったことなどにより、減収減益となりました。

3



○最後に、当社単体の決算についてご説明します。

○まず、運輸収入が対前年149億円の増となったことなどから、営業収益は対
前年155億円の増収となりました。

○続いて、営業費の主な項目についてご説明します。

○物件費は、電気料金単価の上昇に伴う動力費の増があったものの、大規模
改修工事等の設備投資に関連する費用が減少したことなどによる修繕費の減
等があり、対前年13億円の減少となりました。

○減価償却費は、山梨リニア実験線に係る減価償却費が減少したことなどに
より、対前年27億円の減少となりました。

○これらの結果、単体についても、営業利益、経常利益、四半期純利益は増
益となりました。

○私からの説明は以上です。
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○副社長の巣山です。私からは、まず、東海道新幹線の輸送状況について
ご説明します。

○2018年度の上期についても、「のぞみ10本ダイヤ」を活用して、需要にあ
わせた、より弾力的な列車設定に努めた結果、多くのお客様にご利用頂きま
した。スライドのグラフの上部には、１時間あたりの「のぞみ」の最大運転本数
と、１日あたりの東海道新幹線の運転本数を記載しています。「のぞみ10本」
とした2013年度以降も、お客様のご利用の多い時期や時間帯にあわせて弾
力的に臨時列車を設定することにより、毎年輸送力を増強してきました。今
年度も、上期終了時点では過去最多となる、１日平均371本の列車を運転し
ました。

○このような輸送力増強の取組みに合わせ、お客様のご利用も堅調に増え
ていると考えています。スライドの赤い階段状のグラフは、断面輸送量につ
いて、リーマン・ショック後の落ち込みから抜け出した2012年度を100として、
それ以降の年度ごとの輸送量を指数化したものです。2018年度は、上期ま
での累計で119％に達しており、相当に高い水準にあります。

○2012年度との対比で言えば、供給量となる実運転本数は＋10％に対し、
断面輸送量は＋19％伸びており、供給量を上回るペースで需要が伸びてい
ます。今年のお盆期間のピークとなった８月10日には、１日の運転本数は
434本、ご利用人員は約50.5万人と、いずれも過去最高となりました。

○今後についても、2020年春に全ての列車の最高速度が285km/hになるタ
イミングに合わせて、利便性と安定性がさらに高まるダイヤを提供できるよう
検討を進めています。
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○続いて、足元の輸送状況について詳しくご説明します。

○新幹線の上期の断面輸送量は前年比102％となり、ビジネス利用の多い平日、
観光利用の多い土休日ともに、多くのお客様にご利用頂きました。月ごとの新幹
線の断面輸送量を見ると、今年は自然災害による輸送障害の影響を受ける一方
で、連休の曜日配列が良かったなど、様々な増減要因が入り組む状況でした。

○まず増要素としては、今年はゴールデンウィークの前半が昨年より１日休みが多
い３連休であったこともあり、４月は前年比104％と、多くのお客様にご利用頂きま
した。また、９月についても、昨年は通常の２連休だった「秋分の日」が、今年は３
連休となり、輸送量を押し上げる要因となりました。

○一方、減要素としては、６月18日の大阪府北部地震や、６月末から７月にわたる
「平成30年７月豪雨」に加え、９月４日の台風21号や30日の台風24号など、自然災
害による輸送の乱れが多く発生した期間となりました。

○これらを受けた上期実績の前回予想からの増収分として80億円を上乗せして、
通期の運輸収入の業績予想については、前年比101.4％の計画に上方修正しま
した。

○なお、10月の輸送量は、台風の影響等もありましたが、29日までの速報値で103
％です。

○引き続き、より多くのお客様にご利用頂けるよう取り組んでいきます。
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○次に、当社単体の通期業績予想の修正についてご説明します。

○運輸収入については、先ほど申し上げたとおり、ビジネス、観光ともにご利用が堅
調に推移したことから年初予想を上回った上期実績を反映し、上方修正しました。な
お、下期については、相当高い水準にあった前年を上回る計画とした前回予想を、
据え置くこととしました。

○その結果、営業収益については、前回予想に対して80億円増の１兆4,460億円を
見込みます。

○営業費については、前回予想を据え置き、8,070億円としています。

○これらにより、営業利益、経常利益、当期純利益ともに、前回予想から上方修正し
ています。
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○続いて、連結の通期業績予想の修正についてご説明します。

○当社において営業収益の増を見込んだことに加え、日本車輛製造やジェイアー
ル東海髙島屋における売上増などを織り込み、連結の営業収益全体で前回予想
から110億円の増としました。

○一方、営業費については、ジェイアール東海髙島屋の売上原価の増などを見込
み、連結全体で前回予想から10億円の増を見込みます。

○これらの結果、連結においても、営業収益、営業利益、経常利益、親会社株主
に帰属する当期純利益ともに上方修正しています。

○また、中間配当につきましては、年度初に公表した予想通りとし、１株あたり70円
とさせて頂きます。



○続いて、主な施策展開について説明します。

○2020年度に営業投入を予定している新型車両Ｎ700Ｓについて、2017年
度に製作した確認試験車による、加速、ブレーキ、すれ違いといった基本性
能試験を2018年３月より開始するとともに、新技術となる「バッテリー自走」に
よる基本性能試験も実施するなど、順調に試験を進めています。このバッテ
リー自走の技術により、地震等に伴う長時間停電の際にも、トンネル内や橋
梁上から列車を脱出させ、安全な場所へ移動させることが可能となります。

○また、このＮ700Ｓは様々な両数で編成することが可能である「標準車両」
の特長を持っており、10月より、通常の16両編成とは異なる８両編成での基
本性能試験を開始しました。今後も、2020年度の営業運転デビューに向け、
しっかりと準備を進めていきます。
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○営業面では、ネット予約、及びチケットレス乗車サービスの拡大に引き続き取り
組みました。

○スライドのグラフは、年度末時点のエクスプレス予約会員数とスマートＥＸ登録
者数を棒グラフで、一日あたりの利用件数を折れ線グラフで表したものです。９月
末時点で、「スマートＥＸ」への登録者数は約150万人に、従前のエクスプレス予約
の会員は約352万人になり、合わせて500万人を突破しました。両サービスを合わ
せた１日の利用件数は約18.8万件にのぼり、指定席に占めるネット予約の割合は
３分の１を超えるまで拡大しており、着実にご利用が増えています。

○ネット予約及びチケットレス乗車の拡大は、お客様のトータルのご旅行時間の
短縮に繋がり、列車のスピードアップと同等の効果をあげることができます。また、
きっぷの販売体制についても、窓口主体からネット予約主体にシフトさせることで、
中央新幹線開業に向けてより便利で効率的な販売体制を目指します。

○なお、「スマートＥＸ」について、昨年９月のサービス開始から１周年を迎えたこと
を機に、これまでのご愛顧に感謝し、サービスの便利さを体験して頂くために記念
キャンペーンを実施しています。今後も、積極的な宣伝活動を行い、さらに多くの
お客様にネット予約・チケットレス乗車サービスをご利用頂けるよう取り組んでいき
ます。
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○このスライドでは、中央新幹線の工事に係る工事契約について、2017年
度までに締結したものを黄色、2018年度に契約締結したものをオレンジ色
で示しています。

○2018年度上期においても、地域との連携を密にしながら、測量、設計、
用地取得を進めるとともに、大深度地下においてシールド工法でトンネル
の掘削工事を行う第一首都圏トンネル北品川工区及び第一中京圏トンネ
ル坂下西工区等の工事契約を締結しました。

○一方、工事進捗としては、新たに東京都の東雪谷非常口、神奈川県の
等々力非常口で本格的な土木工事に着手しました。また、既に工事に着
手している南アルプストンネル山梨工区では斜坑、先進抗、本坑の掘削を
進めるとともに、南アルプストンネル長野工区では斜坑の掘削を着実に進
めました。加えて、両ターミナルとなる品川駅、及び名古屋駅では地中連
続壁の工事を行ったほか、山岳トンネル、都市部非常口等で工事を着実
に進めました。

○上期時点での中央新幹線の設備投資実績は665億円です。中央新幹
線の工事は下期に実績を計上するものが多く、下期に厚い計画としており
、年初計画2,500億円に対して概ね計画通りに進捗しています。



○続いて、上期に２件契約を締結した都市部のトンネル工事の内容につい
て、具体的にご説明します。

○都市部におけるトンネルは、大深度地下を利用する計画としています。
大深度地下とは、「大深度地下の公共的使用に関する特別措置法」に定
められた、通常利用されない地下を指し、当社は、３月に国土交通大臣へ
認可申請を行い、10月17日に大臣より認可を受けたことで、事業区域を使
用する権利を取得しました。

○掘削にはシールド工法を採用する計画です。シールド工法は、都市部
など地上部が開発されている箇所などでも、安全にトンネルを造ることが可
能な工法です。また、止水性が高く、漏水の恐れがないのに加え、地上に
おける騒音や振動が非常に小さいのも特長です。

○まずは、シールドマシンの発進基地となる立坑を垂直方向に掘削します
。例えば、首都圏の発進立坑の一つである北品川非常口では、約90メート
ルの深さの掘削を６月に完了し、現在は躯体の構築中です。中部圏の発
進立坑の一つである名城非常口については、地中連続壁の構築を完了し
、９月から掘削を開始しています。

○発進立坑の掘削と並行して、シールドマシンの設計、製作などを行いま
す。発進立坑の掘削後、立坑からシールドマシンの搬入・組立を行い、水
平方向にトンネルの掘削を始めることになります。上期に締結した工事契
約については、まずはシールドマシンの設計などトンネル掘削に向けた準
備を進めています。

○今後も健全経営と安定配当を堅持し、関係者の理解や協力を頂きなが
ら、工事の安全、環境の保全、地域との連携を十分重視して計画を着実に
進めていきます。



○最後に、10月より、県と共同で愛知県に観光客を誘致する大規模観光キャンペ
ーン「愛知デスティネーションキャンペーン」が始まっています。

○当社グループとしては、自治体や旅行会社と連携し、県内全鉄道路線と主な観
光地へのバス路線が利用できる「フリーきっぷ」を設定するとともに、織田信長、豊
臣秀吉、徳川家康の三英傑をラッピングした武将隊列車を運行するなど、キャン
ペーンを盛り上げていきたいと考えています。

○今回のキャンペーンを通して、全国の多くの方に愛知県の魅力ある観光素材を
体験して頂けるよう、取り組んでいます。
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